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「なぜ」を深く考える 

吉川市立南中学校 校長 福嶋 正悟  

 今日 7 月 20 日（木）で令和 5 年度 1 学期が終了します。そして、

明日からは生徒の皆さんが待ちに待った夏休みが始まります。長期休

業における校長の願いはいつも同じです。全校生徒と全職員が事故や

事件に遭うことなく、みんな健康で元気に戻ってくることです。それ

以上も、それ以下もないのです。38 日間の夏休みを終えて、みんなが

一回り大きくなって戻ってくるのを楽しみにしています。さて、そん

な夏休み直前に学校だより特別号を発行したいと思います。タイトル

は、『「なぜ」を深く考える』です。以下は、私が中学生の時に本当に

あった話です。 

46 年前、私は中学生でした。時代はもちろん昭和です。当時の中学

生は、男子生徒は全員丸坊主と決まっていました。福嶋少年も、当然坊主です。そして、当時も今

と変わらず、夏休みには宿題がありました。夏休みの宿題といえば、理科の自由研究です。そうで

す。多くの生徒が何を研究しようかと頭を抱える難敵です。しかし、中学 2 年生であった私には調

べてみたいことがありました。それは、授業で習った学習内容に対するある疑問です。話は簡単な

ことです。中 1 の理科の時間に「光合成」を習いました。植物は太陽の光を浴びて、水と二酸化炭

素から酸素とデンプンをつくるという内容です。そもそも、光合成については小学生でも学習して

いました。デンプンの代表はジャガイモです。ジャガイモを切って、ヨウ素液をたらすと青紫色に

染まるということを知っていたのです。 

しかし、私にはある疑問がありました。光合成は主に葉で行うものです。先生は、そう教えてく

れました。そして、ジャガイモは地面の下にある。ここに疑問があったのです。そもそも、デンプ

ンは水に溶けません。料理に使うことの多いジャガイモを原料とする馬鈴薯（ばれいしょ）デンプ

ンは、ただの水では大して溶けないのです。葉でできたデンプンが茎の中を通って、地中の根まで

移動してイモとなる。しかし、デンプンは水に溶けにくいのだから、どうやって茎の中を移動する

のか。まさに大いなる疑問だったのです。 

私はある仮説を立てました。それは、夜になると植物は葉でできたデンプンを水に溶ける糖に変

えて茎の中を通しているのではないかという仮説です。仮説は証明しなければ意味がない。（ん？

ドラマのセリフみたいですね。）46 年前のことです。パソコンはおろかワープロすらない世界です。

ウィキペディアやググるなんて影も形もない時代だったのです。しかし、理科の授業で糖を調べる 
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３ 学 年 ４ １５９ 

特別支援 ５ ２７ 

合  計 １７ ４７３ 



実験がありました。唾液のはたらきを調べる実験です。ベネジクト液、これさえ手に入れれば夜間

の植物の茎を調べることができるはず。これが福嶋少年の立てた仮説だったのです。この仮説を証

明するためにベネジクト液はマストです。さて、どうしたものか？ 

ここから先は、中学生らしいトホホ話です。私は越谷市に住んでいたのですが、まず市内すべて

の薬局を回って、ベネジクト液を売っていないか聞きました。しかし、試薬は見つかりません。移

動手段は、自転車だけだったので相当の時間がかかりました。冷静な中学生だったら、母校の理科

の先生に分けてもらえばいいだけの話だったのです。しかし、当時の私には、その発想がなかった。

自由研究よりも、ベネジクト液を探し求める旅が始まりました。 

お目当ての試薬を手に入れたのは、隣の春日部市でした。突然やってきた坊主頭の中学生がベネ

ジクト液を欲しがっている。店主にはかなり怪訝（けげん）な顔をされました。そんなこんなで、

自由研究のスタートラインに立ちました。そして、仮説を証明する実験開始です。実験結果は予想

通りのものでした。夜の植物の茎を切って、それをすりつぶしてベネジクト液を入れて加熱すると、

糖があるという反応があったのです。でも、そこは中学生です。昼間と比較する実験をしていなか

ったり、複数の植物について実験をしていなかったりと、穴だらけの自由研究です。この仮説が本

当に正しいのか、かなり怪しいところです。（生徒の皆さんは、それを理解した上で読んでくださ

いね。）その後、理科の先生にほめられることもなく、何かのコンクールに出品されたわけもなく、

その他大勢の作品の中に埋もれていった研究でした。しかし、46 年経った今でも、あの時の知的

好奇心ははっきりと思い出せるのです。そして、楽しかったのです。 

夏休みは、普段よりも時間的余裕があります。身の回りのできごとの「なぜ」を深く考えるチャ

ンスがあるのです。そこで、生徒の皆さんに宿題を出します。すでに先週のうちに配られているの

で、知っている人も多いと思いますが、話題の生成ＡＩ、チャットＧＰＴに挑戦します。2022 年

11 月に出現したとされるチャットＧＰＴですが、かなり高度な質問に対しても、人間が深く考え

たような答えを導き出します。しかし、それを鵜呑（うの）みにするのは危険です。その解答が正

しいのかをきちんと吟味することが必要なのです。今回、私がした質問は、「関西ではうどん文化

が、関東では蕎麦（そば）文化が発展したのはどうしてか？」といったものでした。チャットＧＰ

Ｔが出した答えと、私の考えは違います。この問いに対する答えは、もっといっぱいあるはずなの

です。そこで、皆さんに問うのです。「チャットＧＰＴを超える答えを考えてほしい」と。 

もちろん、一人で考えなくてもＯＫです。時は夏休みです。友達や家族、誰と相談してもＯＫで

す。何を調べてもいいのです。そして、自分なりの答えにたどり着ければいいのです。だって、正

解なんてないのですから。すでに 50 名を超える生徒から解答が寄せられています。その中には、

なるほどと頷（うな）くものもありました。南中学校 473 名は生成ＡＩを超えられるのか。楽しみ

にしています。ちなみに、私は「富士山」が関係していると考えています。解答、待っていますよ！

追伸 用紙を無くしてしまったという人もいるかもしれません。念のため裏面に再印刷しましたの

で、クロームブック等でＱＲコードを読み取って、解答してください。 

 

 
吉川市教育大綱  家族を 郷土を 愛し 志を立て 凛として生きてゆく 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


